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業績予想との差異に関するお知らせ 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成24年８月10日に公表いたしました平成24年12月期通期（平

成24年１月１日～平成24年12月31日）の業績予想との差異を下記の通りお知らせいたします。 

記  

 

１．平成 24 年 12 月期通期連結業績予想の修正（平成 24 年１月１日～平成 24 年 12 月 31 日）  

（単位：百万円）  

 売上高  営業利益  経常利益  
当期  

純利益  

１株当たり  

当期純利益  

前回発表予想（A）  1,957  △39   △54  △1  △0 円 16 銭  

今回発表予想（B）  1,583   △163   △180  △159  △17 円 52 銭  

増減額（B-A）  △374  △124  △126  △158  ―  

増減率（％）  △19.1  ―  ―  ―  ―  

(ご参考 )前期実績  

(平成 23 年 12 月期通期 ) 
1,786  △75  △86  △69  △7 円 72 銭  

 

 

２．平成 24 年 12 月期通期個別業績予想の修正（平成 24 年１月１日～平成 24 年 12 月 31 日）  

（単位：百万円）  

 売上高  営業利益  経常利益  
当期  

純利益  

１株当たり  

当期純利益  

前回発表予想（A）  1,486  16  13  △13  △1 円 52 銭  

今回発表予想（B）  1,140  △79  △89  △177  △19 円 53 銭  

増減額（B-A）  △345  △96  △103  △163  ―  

増減率（％）   △4.2  ―  ―  ―  ―  

(ご参考 )前期実績  

(平成 23 年 12 月期通期 ) 
117  △79  △73  △154  △17 円 11 銭  

 

 

３．通期業績予想の修正理由  

上半期にはコンサルティング事業における需要は下げ止まりの傾向がありましたが、その後急回復

とはならず、依然として厳しい状況が続きました。特に上半期には大型案件により売上額は伸長しま

したが採算性に課題が残りました。第 2 四半期以降は更なる景気の低迷により中・大型安定案件が減

少し第３四半期以降は、連結子会社の吸収合併等のグループ全体の財政基盤の再編と業務の効率化及

び合理化による事業基盤の強化とコストの正常化を全社一丸となって鋭意進めて参りましたが、第 4

四半期単独では僅かながら事業基盤の改革の効果が表れ始め営業損益の黒字化を達成しつつも、  第

２四半期連結累計期間における赤字額の回復を第 4 四半期の終わりまでに結果として達成することは

できませんでした。期中にて組織・事業の構造改革も積極的に推進し、早期の業績回復にグループ全

体をあげて取り組んで参りましたが、平成 24 年 12 月期（通期）は下記の業績となりました。  

連結売上高については 15 億 83 百万円（前回予想比 3 億 74 百万円減）、連結営業損失については

1 億 63 百万円（前回予想比 1 億 80 百万円減）、連結経常損失は 1 億 80 百万円（前回予想比 1 億 26

百万円減）、連結当期純損失は 1 億 59 百万円（前回予想比 1 億 58 百万円減）を見込んでおります。 

個別業績予想につきましても、前述の連結通期業績予想と同様の想定により、売上高 11 億 40 百万

円（前回予想比 3 億 45 百万円減）、営業損失 79 百万円（前回予想比 96 百万円減）、経常損失 89

百万円（前回予想比 1 億 3 百万円減）を予想しております。なお、当期利益につきましても、子会社



株式の再評価による特別損失及び子会社へ対する債権の引当の影響が大きく、当期純損失 177 百万円

（前回予想比 1 億 63 百万円減）となりました。  

 

 

以 上  

 


